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水田周辺（畔畔や農道等）への除草剤散布は飛散に要注意を!!
水田周辺へ除草剤を散布する際は、薬剤の飛散（ドリフト）を避ける為、
風のある日は散布を行わないようにして下さい。
また、散布ノズルは全て「飛散防止対応ノズル」で散布を行いましょう。

  水管理を徹底して有効茎数の確保に努めましょう。
＜雑草が多く残っている水田は早めの除草剤追加防除を!!＞
本年の生育状況については、平年より田植は遅く沿岸部では６月上旬まで行いました。
また、５月の天候は概ね良好でしたが、５月下旬の強風で用水が確保できなかった水田や田植直後の
水田では葉先がもまれて枯れるなど活着への影響が見受けられました。
尚、これから分げつ期にはいりますので圃場を巡回して水管理の徹底に努めてください。

水稲育苗ハウスの後作に野菜等を栽培する場合は注意して下さい!!
水稲箱処理剤の有効成分は長期残効性があります。！

　水稲育苗ハウス内で箱処理剤を散布した時に、育苗箱から薬剤が地面にこぼれた
場合、後作の野菜等へ影響（残留）する恐れがあります。
　地面にビニール等を敷いていると思いますが、箱処理剤が残っている場合は地面
にこぼさないように注意することで後作への影響を防止することになります。

本年は気温も高く雑草の発生も早く、特に田面が常に露出していた水田などは、ホタルイ、オモ
ダカ、シズイ等が残っております。
稲の生育にも影響を及ぼしたり、斑点米カメムシの被害の要因となりますので、早めに散布する
ようにして下さい。

※散布時期が遅れたり、雨天が続くことにより、除草効果も劣りますので、適期散布に努めましょう。

10a当り使用量薬　　剤　　名 主 な 対 象 雑 草

1,000㎖
（水70-100ℓ）クリンチャーバスME液剤

（落水して散布）

移植後15日～ノビエ5葉期。広葉雑草5～15cm以
下。落水した状態で雑草に噴霧器等で直接散布し
3日以上は入水しないこと。

１kgフォローアップ1キロ粒剤 移植後20日～ノビエ５葉期。（落水不要）
（オモダカ・クログワイ等 早めに散布）

3～4kgバ サ グ ラ ン 粒 剤
（落水して散布）

ホタルイ・シズイ・オモダカ等（草丈は10～15cm
以下）。落水散布後は少なくとも3日間は入水をし
ないでそのままの状態に保つこと。
（ノビエには効果ありません。）

◎東北地方１か月予報（仙台管区気象台 ６月９日発表）

◎水田雑草の補助防除を早めに行いましょう。（中・後期除草剤）

高い（多い）
平年並
低い（少ない）凡例：

20 40 40

30 3040

30 3040

【 気  温 】 東北地方
【 降 水 量】 東北地方
【日照時間】 東北地方

＜向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確立（％）＞

６　月 ７　月
上 中 下 上 中 下水田の

水管理
常時水田の
見まわりを

有効茎が確保されたら落水　　

根腐れ防止

時々　落水 中干し

土壌の硬度化

←田面

◎有効茎の確保まで水管理の徹底を!!
 ●天気が良好な場合 ・・・ ２～３㎝程度
 ●低温や曇天の場合 ・・・ 深水５～６㎝程度

■使用時期（移植水稲）

■主な雑草の防除目安 ※雑草の茎葉が水面上に十分出ている状態で雑草全体散布する。

※散布後は３日間落水状態を維持。散布後７日間は落水・かけ流しをしないこと。

◎環境保全米栽培は「ワイドアタックSC液剤」を使用して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （噴霧器等による散布）

※落水またはごく浅水状態にして散布




